
パハカリフォルニア南部ラパス湾の真珠産業の歴史

ミケリンカリ一二ョ、マリオモンテフォルテ共著

パハ カリフォルニアの歴史は、 16世紀

以来、真珠の開発と密接に結びついてきた。

この期間の大半は、ヨーロッパやメキシコの

事業家たちは原始的な潜球技術を用いていた

が、この地域からは陪伏な量の上質で色の暗い

真珠がち悶買されてきた。しかし、長年にわたる

乱獲の結果真珠貝の繁殖場は必然的に何十年

も全く不毛になってしまった。 19闘己lこ;跡

服が発明されて、より深い繁殖場まち魚ができ

るようになったが、百LP司発は依然としてほとん

ど野放しであった。 1903年から 1914 

年にかけてガストンパイプスが真珠貝の

ピンクターダ マザトラニカを養殖し、天然苦重

の枯渇速度は大いに低下した。彼の会社である

CCCPは、世界で初めて大規模に真珠貝を

養殖し、パイプスの発見の多くは、パハカリ

フォルニアで復活した真珠貝の養殖及び真珠

養F通話動に現在でも用いられている。
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400年以上にわたり、真珠資源、の開発は、メキシコ北西部

にある半島パハ カリフォルニアの歴史に明らかに影響を

及ぼしてきた。己れは、世界の真珠採取の歴史でも重要な

章である。 16世紀以降、カリフォルニア湾の真珠はヨー

ロッバの王族を飾り(図 1)、スペインのトレドやセピリア

の大聖堂のような宗教的宝物にも多くの美しい例を見る己と

ができる。 19世紀から 20世紀初期にかけて、バハ カリ

フォルニア産のマザー・オプ・バールは、乙の装飾材の

国際的な市場で重要な部分を占めていた。にもかかわらず、

真珠の漁や養殖、及び真珠員の売買を扱った現代の話も、

己の地域そのものの歴史についても、己の特殊なパハ カリ

フォルニアの産物に関する記述は、驚くほど少ない。

真珠貝ピンクターダマザトラニカの天然真珠は通常、

バロックまたはセミ・バロックで、シルバーから暗いグレー

の地色にブルー、ラベンダ一、及びグリーンの強いオーバー

トーンがある(図 2)。より深く冷たい水に定着した真珠員

や年老いた真珠貝から得た真珠には、レディッシュまたは

パープルの色相が見られる ζ とがある。ホワイトまたは

ゴールドの色相は稀少である。パハ カリフォルニア地域

原産の別の真珠貝であるプテリヤ ステルナは、 ζれより小

さいが丸い天然真珠を産出し、その色相は多種多様である。

通常、パープル及びバイオレットが最も一般的な地色で、

ピンクターダ マザトラニカと同様のグリーン、ブルー、

及びラベンダーのオーバートーンも見られる。真珠貝 1個で

1 0個もの真珠を生じるプテリヤ ステルナもあるが、大抵

は直径が数ミリメートル以下である(主之之之、つまり

「粗い砂Jと呼ばれる)。しかし、かつては大きめの真珠が

産出したことで知られる地域で、ピンクターダ マザトラニ

乏の、直径が 20mmもある真珠を見たことがある。図 3

は、パハ カリフォルニア産の真珠の多種多様な色、形状、

及びサイズを示す。

本論文の最初の部分は、伝統的な潜水方法から潜水服などの

圧縮空気の潜水道具を徹底的に使用した大規模な開発への

移行を含め、 15世紀から 19世紀までの採取期聞を扱う。
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図1. 1579年巴ファンパン

トヤデラヲルズが描いたこ
の油絵では、間遣し可〈アメリカ

大雄Eあるスペイン帝国で産出し

た大昔〈色の暗叫陪勅九スベイ

ンのフェリペE世の奏であるバロ
ア寧のイザベル女王を帥っている。

力リフオルニア湾及ul現在の中米
及び南米北部の太平洋岸では、ス

ペインがこの地域を征軍した龍、
大量の真珠が採取され正。写真は

スペインのマドリード巴あるブラ
ド葺前館提位。

2番目の部分では、コンパーニャ クリアドラ デ コ

ン チ ャイ パーラデパハカリフォルニアによる

ラテン アメリカで最初の水産養殖実験と世界初の

大規模真珠貝養殖事業について考察する (I仙川7幼ニT

公文書1)。ガストン パイプスが 1903年に創立した

コンパーニャ クリアドラは、 20世紀初期にパハ カ

リフォルニア南部における真珠漁と真珠員産業の復活に

Baja California Pearls 

成功した。 ζの2番目の部分では、この事業の技術的な

業績、及び 19 1 0年から 1917年にかけてのメキシ

コ革命の被害者になるまでに地元地域に及ぼした影響に

ついて調べる。何十年にも渡って乱獲、環境汚染、

及びまだ原因不明の大量死を経た後、今日では、 ζ れら

の初期の努力が、ラパスの真珠産業を回復させるための

熱心な研究努力の基礎となっている。
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図2.パハカリフオルニア産の天黙真暗巴l立、様々 な色相がある。

この1920年代のマルチストランドのネッヲレス田真暗は、パハ
カリフォルニア産とEえら才、、直控が約2"'3mmである。 4軒サけされて
いなし、上賢司真珠I~、最大で約10mmある。ネッヲレスi主力りフォルニ

ア州オリンタのキャロラインペイ提棋。枠付けされていない耳障は

力リフオルニア州フォールフルッ?のパライYターナショナル提供。
写真 @GIA及びハロルド&ヱリカバンベルト。

ノてノ¥ブ コリフォノレニニ7 1"有音区

にお ける初其月の夏む布魚、

細長いパハ カリフォルニア半島は、メキシコの太平洋

岸北西部の 23' Nから 32' Nまで約 1，800k m 

(1. 100マイ品)を占めているが、幅は平均して 140km

(871イ川しかない。これは、メキシコの大陸側にある

ソノラ州やシナロア州の海岸から、カリフォルニア清に

よって隔てられている。ラパス市は南端に近く、半島は

南端部が本土から最も離れている(図4)。多くの点で

島国である。

歴史上、ラパスは湾及び隣接した島々を含んでいる。

乙れらの海岸の海洋学的特徴(安定した水温、透明度の
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高さ、栄養分の質と濃度の高さ等)が、真珠員の個体群

の成長に適し、天然真珠の収量が高い(老漁師やその

家族への取材、及び当時発行された政府文書の報告に

よると、真珠の採取量が最高に逮した 1920年代には、

4%から6%)。カリフォルニア湾の真珠貝の 2種類の原産

種であるマザー・オプ・パール用のピンクターダ マザ

上之三乏及びレインポー マベ用のプテリア ステルナ

(図 5)の地理的な分布範囲に沿って、同様に適した

条件を有する地域はほとんどない。このため、ラパスの

真珠漁は、カリフォルニア湾の他の地域やアメリカの

熱帯の太平洋岸より重要である(再び図 4参照 j-t y 

77さ晶子及びカトニョ、 1992)。さらに、ラパスの海岸の

地形や水の静かさのため、ラバスの入江はあらゆる

種類の船舶にとって天然の穏やかな港になっている。

スペインの征服者たちは、ラパスの己のような特質に

気付き、漁やその他の海洋活動がパハ カリフォルニア

におけるスペインの植民地拡大を大幅に推進するに

つれ、 1 6世紀以降、と乙を熱心に開発した{カトニョ、

1990)。

【スペイン人到着前の真珠貝漁】 スペイン人が到

着する前から、半島の原住民たちは、真珠貝をその食事

に取り入れていた。彼らは、小舟から湾に顕から飛び

込み(図 6)、木製の槍で岩から剥がし、それを粗末な

網に入れておくという単純な方法で、 (他の多くの種類

の貝とともに)真珠貝を採取していた。己の技術で最も

印象的な点は、熟練した目で岩から買を見分ける能力で

あった(1'舟 I1加、1973)。半島の南部及び島々に住んでい

たベリキューズという民族は、真珠の美しさを享受し、

髪飾りに用いたけ対ィ工ロ、 1789)。

最初のスペインの遠征隊が 1533年に半島の岸辺に

到着すると、探検家たちはインディアンの美しい真珠と

彼らの潜水能力との両方に気付いた。彼らは、その真珠

の豊富さと品質とのニュースを、ニユー スベイン(ス

ペイン人が現在のメキシコ本土に与えた名前)の植民地

開拓者とスペインにいる後援者との両方に送った。その

話は多くの冒険家や船乗りの欲望を目覚めさせ、彼らは

その後 16世紀から 17世紀にかけて半島を探検し、

それを征服しようと試みた(向付、 1985)。この半島を

呼ぶカリフォルニアという名前でさえ、 ζ の湾の

真珠漁の可能性に関係していた。その起源は、 16 

世紀に涜布した伝説で、それは「太平洋の西の方に

[... a la Diestra Mano de 

las Indias...l美しいアマゾネスだけが
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図3.;:の天然真珠のコレクション1<1，全部カ1(./"¥，ハカリフォルニア産と伝えら才b、この地域的再確で生じる興味漂日野ttJ.l.U邑をさらに示す.この地域では丸い
真珠1ま非常巴柿少なので、大部分はパロッ?である。量大は16xllmm、最，)唱4mmである。大きめの郭草は通常、大きい真理貝であるピンヲタータマザト

ラニカから揖取さ才'"小吉めの実主制ま小吉め町ブテリアステルナヵ、ら採取される。カリフォル=ア州ザンタモこ力のKCB提院。写真 @GIA及びハロルド&

エリカバンぺル卜。

住むカリフォルニアという名前の島があり、そこを

統治する女王カラフィアはグリフィンに乗り、金や真珠

でできたジュエルしか身につけず・・・ Jと言っている

(ミード、 1984; f~ リオ、 1985)。

[スペイン植民地時代の真珠貝の開発】 1535 

年及び 1539年のエルナン コルテスによる探検、

及び 1540年のピセロイ アントニオ デメンドー

サによる探検以来、スペイン帝国の建設者たちは、乙の

戦略地勢学的地域を征服し植民地にする己との重要性に

気付いた。特に、マニラ ガレオン船の太平洋横断航路

により、カリフォルニアに港を建設することが急務と

なった。しかし、初期の試みは失敗した。己の半島が

乾燥し、孤立していたからである。

1 6世紀の最後の 20年聞に、植民地政府は、王室の

Baja California Pearls 

金庫からは費用を出さずに、パハ カリフォルニアの

海岸の地図作成と探検とを奨励する戦略を展開した。

多くの胃険家を捕えた真珠への欲望に目覚め、必要な

港を探す手段を持っている人々に、政府は真珠採取の

ライセンスを与えたのである。ライセンス保有者が

進展を見せなければ、真珠貝の浅海を開発する勅許は

他の人に与えられた。

1586年に最初のライセンスが発行されてから(盟主主

三1I)、真珠漁は4と7'-17 (アメリカでスペインの

植民地に与えられた名前)の法律に組み込まれた。この

法律は、これらの植民地の天然資源を開発する独占権を

スベイン国主に与えた。これらの資源は、特殊な許可が

なければ開発できなかった。この許可は、植民地政府に

キント デベルラス(発見された真珠の 5分の 1)支

払って得られた。 17世紀に多くの事業家が真珠漁の
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ライセンスを取得し、一財産築己うとカリフォルニア湾

を旅した。己の期間は、この地域の歴史では「真珠

探検家の世紀」として知られるようになった(マtλ1973

;rJi， 材、 1985)0 2回 (1596年及び1602年)の探検を実施

したセパスチアン ピスカイーノ、トマス デ カ ー ド

ウナ(1611年)及びベドロ ポ ー タ ー イ カッサネー

ト(1640年)は、美しい真珠の恵みへの期待に魅惑され

た有名な事業家であった(壬1夕、 1927)。

このような冒険家逮は様々な障害に遭遇した。例えば、

湾内での航行が困難で、乾燥したパハ カリフォルニア

で生きるのは危険であり、原住民の労働力に依存しなけ

ればならず、海賊に襲撃されることさえあったのである。

このような障害のため、そして税金全額(主と" 7' 

丘北Z三)を支払いたくないため、己れらの冒険の成功

度や努力の成果を見積もるのは困難である。にもかかわ

らず、真珠漁から何らかの経済的利益があったという

主張は稀であったが、真珠採取のライセンスを求める

請願は続いた。

スペイン国王カルロス H世は、 ζの謎の半島に関して
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図4.16世紀以車、バハカリ
フォルニア田歴史I~真時開発と

結び付。ていた。カリフォルニア
湾白書洋学的世態が、真西貝を

支え、上買の天然部釈η産出量が

高かったからである。左慣防挿入

国は、ラパス地曜の詳細を示
す。右上田挿入国では、メキシ

コ、中米及U南制t却の海岸沿い

のラベンターの繰が、真珠貝白

ピンヲターデマザトラニ力及び
ブテリアステルナ白麗圏在示す
〈キーン、 1971から監逝)。

矛盾した報告書を受け取ったので、植民地政府がそとに

入植地を設立すべきか決定するのに協力するため、

1 7世紀後期に (1683年から 1685年にかけて)公式の

探険隊を送り出し、カリフォルニアの経済的潜在力を

評価した。 6か月の集中的な調査で、インディアンは

非常に若い真珠艮まで取り出すよう強制されたが、

アトンド イ アンティロン将軍は、ほとんど価値の

ない不格好な真珠を少々しか取り出すことができなかっ

た。彼は、真珠貝の浅海が驚くほど疲弊していると

報告した(盟主主L且)。乙の初期の真珠貝の乱獲を、

パハ カリフォルニアの最初の生態系の災害と考えると

とができる。

このように見込みが乏しかったので、スペイン国主

は、限られた資源を経済的可能性がことより大きい

他の地域に移すことを決定し、この地域の行政を

ほとんどカトリック教会に委ねた。 1697年にイエ

ズス会が植民を開始して以来、宣教師の領域は精神的

なものから物質的なものへと拡大したので、真珠漁を

制限する権力が与えられた。その結果、 1697年

から 1740年にかけて、真珠員の浅海は天然の
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真珠貝が補充され、大いに満たされた。

1 740年に、奇妙な自然の出来事によって数千個の

真珠貝が海から迫い出され、湾の北部海岸に到達した。

己の稀な出来事(実際は、己のような現象は己の 1件

しか知られていない)は、カリフォルニアからあらゆる

種類の賀沢や虚栄心による欲望を排除するというイエズ

ス会の計画を変更させたばかりでなく、半島全体の歴史

も変えてしまった。サン イグナチオ伝道団のインデイ

アンたちが、マヌエル デ オシオという兵士にこの

素晴らしい出来事のことを話した。そこでオシオは

除隊し、海岸でこの宝物を採集して、本土で真珠を

売り始めた。そこで、カリフォルニア湾北部の真珠員の

処女地を開発するのに必要な装置を購入した (T~ 1¥川、

1913)。最近の調査により、マヌエルデオシオ は

特にレインボー マベ用のプテリア ステルナを採集

したに違いない、との結論に逮した。己れが、北部

水域で見られる唯一の真珠員の種だからである{むテ7拍

子及ぴ制ーニョ、 1992).との種は通常、マザー・オプ・パー

ル用の真珠貝であるピンクターダ マザトラニカよりも

小さく、品質の低い真珠を産出するが、真珠の産出率は

高い。漁師へ取材し、養殖実験を個人的に観察した

Baja California島町1，
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ととろによると、今日では採取されたプテリア ステル

ナの約 2%-4%が真珠を含んでいるが、 P.マザトラ

ニカは0.3%未満である。

オシオの成功は、パハ カリフォルニアの歴史において

初めて、地域の資源の開発によって得た富によって地元

の政治経済の状態を大幅に改善した。レインポー マベ

用の真珠員の浅海を 7年間集中的に採取した後、オシオ

は 1748年に利益を注ぎ込んで採掘事業を設立し、

半島南部で牛を飼育した (1材、 1981)。オシオは、湾内の

航行管理の重要性も理解し、 1754年及び 1759年

に真珠漁の独占ライセンスを取得して、済に対する

大きな影普カを獲得した(外ハ川、 1956)。彼が支鑓した

多様な活動は、世俗の人々の永住や経済的構造の設立

に寄与し、これは 20世紀初期までほとんど変化しな

かっ t~o

一時、オシオのi替水夫が捕獲した真珠貝の数が多過ぎ

て、それを開く時聞がなく、太陽の熱で開くよう砂の上

に投げ出されていた、と報告されていたけロスト、 1982)。

しかし、 1756年には乱獲された真珠貝の浅海が

深刻な疲弊を示し、産出量が低下していた。

図5 マザー・オヲ・パーJレ用の

ピンヲターずマザトラニカ("!i)

I~、力リフォルニア海原産の2種

類由真珠貝のうち、大き〈て丸山

方である。もう方のブテリア

ステルナは小吉めで、貝E曲目服111
部分に独特の司副主J突起が.<fjる。

Zの貝設はすべて、葺殖寛章貝の

ものである。畠々 の基部lま幅が約

百5cmある。ピンヲヲータマ

ザトラニ力は高吉が16cmある。

写真。ハロルド邑エリカバンペ
Jレ卜。
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18世紀の最後の数十年に真珠漁産業が復活したという

信念が失われなかったのは、真珠貝の群棲の本当の状態

を無視したせいだとしか考えられない。 1765年から

1 77 1年までニュー スペインの視察長官マルキス

ホセ デ ガルベスは、ソノラ及びシナロアにおける採

掘を促進し、湾での真珠漁を再建するという 2つの

目的を持つ企業を創設しようとしたけ山口、 1964)が、

植民地高官が関与したにもかかわらず、 ζ の企業は書類

上でしか存在しなかった。 18世紀後期から 19世紀初

期にかけて、真珠漁は散発的であった。従来の潜水方法

で到達できる真珠貝の浅海は悲しむべき状態になってい

たので、これは基本的に価値のない事業となっていたの

である。

【独立革命後:真珠産業の革命】 182 1年にス

ペインからの政治的独立を果たすと、メキシコは商業活

動に関してスペインの独占事業からの独立も達成した。

とれは、 18世紀に資源が枯渇した後の数十年聞に

真珠海、がほとんど、あるいは全く行われなかったせいで

野生の真珠員の数が自然に補充されたのと、時を同じく

していた。

これらは、やがてパハ カリフォルニアで真珠貝産業の

図6.歴史的E、真珠を吉む貝の

最わ一般的な採取方法は、小舟

から預から罷び込み、真理貝白

壁画唱まで，冒ることである。この

写.1ま、 1908年頃ラパス，Itで
掴E草された。

員殻は再び世界の市場に現れ、今回はさらに興味ある

可能性があった。

1836年に、フランスの実業家ジャック コンビエは、

貝殻の輸出に大きなチャンスを認めた (711工、 1895)。ζ

れは、スペイン人が見過ごした代替品であった。特に、

ピンクターダ マザトラニカは、その上質のオリエント

及びイリデッセンスで、即座にヨーロッパ市場を支配

し、裕福な地元の実業家とこの貴重な製品の輸出を

専門とするヨーロッパの企業との聞に合弁事業が設立

された。との製品は、ボタン、貨沢な家具、上質な

装飾品やジュエリー、木材や金属への象限、及び様々な

手工芸品用に人気があった(図 7)。

1 840年以来、真珠員の貝殻の輪出は堅実に増加し

た。それど己ろか、貝般は真珠そのものよりも重要な

収入源となった。起業家たちは思いのままの量だけ

真珠員を捕獲して、捕獲したものをほとんど全部使用す

ることができ、収入は、もはや不安定な真珠発見で決定

されるものではなくなった。それでも、時折真珠貝の

中で発見された真珠を販売すると、起業家たちの純益と

なった。

復活をもたらした 2つの主要因である。というのは 1 9世紀前半には、真珠漁の船団はほとんど全部がメキ

外国の投資家が、新生メキシコの政治状況及び回復 シコ本土の海岸沿いの州にいる起業家たちが所有して

した真珠員の繁殖場に引き付けられたからである。 いた。しかし 1850年以降は、ラバス、ムレージ、

パハ カリフォルニアの真珠とマザー・オプ・パールの 及びロレトというパハ カリフォルニアそのものにある
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市の住人に属する船団の方が一般的になった (]II¥b97抄

ニT公文書 2)。潜水夫の大半はヤクイ族及びマヨ族の

インディアンであった。彼らはソノーラやシナロアに

住んでいたが、 1851年以降はラパスに移ってきた。

己の移住は、パハ カリフォルニア代理人領土議会の

声明書の直接の結果で、己の声明書は、己の領域に

居住していない潜水夫に対して、より高い7)v三五ニ)v
(船団の管理担当者)に関する税金を課していた(]11¥量

りリニア公文書3)。

主に己れらの発展の結果、ラパスは 19世紀半ばから 1

920年代まで続く繁栄の期間を迎えた。己れは、

カリフォルニア湾の真珠漁の絶頂期と見なされる 75年

間であった。無数の真珠漁船団がラパス沖の水域を

調査し、各船団には、植民地時代と同じように裸で潜水

する潜水夫が約 50人雇われていた。各船団は通常、

1隻または 2隻のプリガンティン(r母船」として使用

された 2本マストの帆船)と数隻のカヌーで構成されて

いた(図 8)。潜水活動は水温と水の透明度によって

制限され、両方とも 5月から 10月にかけてが最も

適していた。

員は、聞く前に、潜水シーズンの開始時に合意された

割合で 7)vヱ主ニムと潜水夫との聞で分配される。

潜水夫が受け取る報酬は、自分の分け前で発見された

真珠だけで、之.&.ヱ五二)vは貝殻全部と、その上、

自分の分け前の真珠も保有した。潜水夫は自分の真珠を

誰に売り渡してもよかったが、通常は、シーズンを通し

て供給される食糧品の支払いとしてアルマドールに渡し

たいJ，j1r、1857)。

1857年に、パハ カリフォルニアの暫定総督であっ

たホセ マリア エステパは、真珠資源を保護するため

に最初の措置の一つを講じた。彼は、カリフォルニア湾

に4か所の採取領域を設立するが、毎年 1か所でしか

真珠の採取を許可せず、他の 3か所が3年聞かけて自然

の備蓄を回復できるようにする条例を公布した。地元の

判事はこれらの措置が効果的に実行されているか監視し、

真珠民が再び繁殖場に自然、に住み着くのを助けるため、

潜水夫が成長した真珠貝を移植する場所を割り当てなけ

ればならない。残念ながら、との条例を執行するための

資金が不足したため、効果はあがらず、再び乱獲が続い

た。 1870年には、 2-25mの深さ、すなわち従来

の潜水方法で収穫できる深さに定着していた真珠貝は、

再びほとんど完全に枯渇してしまった。圧縮空気を入れ

B司aCalifomia Pearls 
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た潜水服を導入して、ょうやく真珠漁を継続することが

できた。己の装置によって、より深い場所を開発する己

とができたからである{壬1久1941)。

来斤:t.支柿日こよる草画E王朱3魚の

:t広メミ: /'替フk月辰のミ尊A

19世紀初期から、この地域では現代的な潜水技術を導

入しようとしたが、何回も失敗した。圧縮空気の潜水具

{当時は「スカファンダーズJと呼ばれた z図9)の使

用は、この地域では 1874年まで成功しなかったが、

ζの年、イタリア人とアメリカ人との 2人の潜水夫が、

それ以前にパナマ湾の真珠漁で使用した潜水具8組を持

ってやって来た(7'1グ工、1895).30m下の手つかずの真珠

の漁場を開発し、彼らは非常に巨額の富を得たので、

わずか 6か月で引退してしまい、パハ カリフォルニア

における現代の真珠開発の時代への道を開いた。十分な

財源を有する地元の真珠起業家は、即座に同様の装置を

ヨーロッバ及び合衆国から輸入するようになった。

図7.19世記から20世紀初期にお'(7て、真球ばかりでなく貝積も
〈そ由マザー・オ7・パー凡却おかげで〉パ、力リフオルヱア由
重要屯船出品巴なった。本冨岡ようなイアリンク G主主5.5-邑5mm)

I立、マザ ・オフ・パル白書種多様な用遣のほんの例である。
写真。ハロルド邑ヱリカバンぺルト。
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ィ、

図8. この1914年四写真由ように、真珠沼町船団は、バハカリフォルニア~i15貯る真珠患の最盛期であった 19世紀半ばから 1920年代にかけて、

ラパスではよ〈ある光景であっE。船団は通常、 1量または2量の F宙船J;Jリガンティンと叡量四力ヌーで柵曲されていた。

潜水服を使用すると、到達できる深さと潜水時間との両

方が延びた(潜水夫は70-80.までも潜れ、そこで 1回

に2時間以上作業できるようになったが、致命的な減圧

事故も多かった)ばかりでなく、潜水シーズンも延びた。

水温や透明度がもう煉害にならなかったからである。

しかし装置が洗練されるにつれ、費用も増大したので、

この産業に関わる機会は、比較的裕橘な起業家や外国

及び国家の投資家が所有する重要な企業に限定された。

1884年から 1912年にかけて、ポルフィリオ

ディアス大統領は、実質上独占的な真珠採取権を外国の

企業 5社に与えた。特に重要なのはコンパーニャ ベル

リフェラ デ パ ハ カリフォルニア(パハカリフォ

ルニア真珠社)で、同社はメキシコの太平洋岸地域の

ほぼ全土で真珠貝を採取した(壬1夕、 1941)0 1 8 8 9年

の博物学者のチャールズ H. タウンゼントの観察に

よると、コンパーニャ ベルリフェラは毎年 400から

500人を雇用し、 70台程度の潜水装置を所有して

いたけれf)ド、 1889)。夏の聞は、カリフォルニア湾沖の

真珠貝の繁殖場で作業し、秋には大陸沖の繁殖場で

作業していた。大量の貝殻が、 3棟の大きなヲパスの

倉庫に貯蔵され、ヨーロッパ市場への出荷を待ち、ヨー

% Baja California Pearls 

ロッパ市場では様々なマザー・オプ・パールのアイテム

の製造に使用される己とになった。 1889年には 8

トンが輸出された。真珠は大部分がパリ及びロンドンで

販売された。製品の価格は両方とも、国際市場では地元

より 60倍も高く、免許所有者には大きな利益が予想

されたけげ及び1ティーかり、1908)。

政府は、独占的な採取権を与えるのと交換に、様々な

条件を付けた。メキシコ人労働者を雇用すること、特定

の承認がなければ採取権を安識できないこと、稚貝の

採取を禁止するとと、海事税関に対して貝殻 1トン当た

りの税金を支払うこと、養殖実験の開始を義務づける

こと等である。最初の 2つの条件は大抵の企業が簡単に

達成できた。地元の労働力が非常に安く、免許を放棄し

ようとする企業はなかったからである。次の 2つはほと

んど実行されず、以下で検討するように、最後の条件を

遵守したのは 1社だけであった。

1893年に、コンパーニャ ベルリフェラは全採取権

を、元々はイギリス資本で設立されたマンガラ エクス

プロレーション社に売却した(モλ夕、 1941)。カリフォルニ

ア滴において、マンガラの採取権は、半島の東海岸では

GEMS & GEMOl.OGY Summer 1開5
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コロラド川の河口からカポ サン ルカスまで(岸から

海の方向に10k.広がる)、及び大陸の太平洋岸ではマサ

トランから南はグアテマラとの国境まで(海の方向に

5.5km広がる)含み、マリアス諸島の領海も含む (1111抑

7抄ニT公文書 4;再度図 4参照)。しかしサン ホセ

島、エスピリト サント島、及ぴセラルポ島を含む

ラパス済付近の採取権は、依然として地元のメキシコ人

起業家の所有であった。

1885年までにパハ カリフォルニアに戻った後、

パイプスは地元の市政で重要な地位に就いた(彼は

ラパスで最初の町会議員になった ;J{ハカリ7才島ニT公

文書 5。彼の政治的影響力が有利に働いた。潟 9カ所、

及びラパス湾沖の 1つの島沿いに真珠貝漁の採取権を

与えられたのである (1111抑7抄ニT公文書 6)。彼の初期

の真珠漁事業から得た経験で、潜水船団の管理、真珠及

びネイカーの世界市場、及び地元の真珠漁における乱獲

の歴史に関する知識を得た。そのすべてが、 1903年

マンガラ エクスプロレーションは、大きな成功を収め、， にコンパーニャ クリアドーラ デ コンチャ イ ベ

1年聞に 175から 200トンの貝殻を採集していた。)レラ デ パハ カリフォルニア (CCCP)を設立する際

しかし、膨大な利益があったにもかかわらず、賃金は に役立った。

低く、困難な労働条件を課していた (11ハカリ7幼ニ7公文

書 4)。生態学的見地からすると、あらゆる海洋資源、

特に真珠民の乱獲のため、再び天然の真珠貝が激減して

しまった。マンガラは、政府が警戒していないので

報復行為の恐れなく、日常的に爆発物を使用し、未熟な

真珠貝を採取し、海の繁殖場を破壊した。さらに、

同社が大規模な採取権を保有していたので、メキシコの

漁師や真珠起業家は多くの機会を失った(当時、無認可

の潜水は違法行為として厳格に処罰された)。このよう

な状態のためJ南パハ カリフォルニアの人々はマンガ

ラの契約の取消しと真珠漁の解放を要求した(州制7柿

ニア公文書4)0 1 9 1 0 - 1 9 2 1年のメキシコ革命の

最初の動きの後、 1912年にフランシスコ マデロ大

統領は、 (1932年まで継続すると予想された)契約を

撤回し、当時としては巨額の 30万ベソという金額で

同社に補償した。

ノてノ¥ ブフリ τフォーノレ二二YIこ

-<13 (す ξう妻篭王朱Eミ重義タ直σ〉多善美童

マンガラによる損傷のせいで、人工飼育により真珠の

繁殖場に再び棲息させる己との重要性が増大した。

己れは、今世紀初期に、ガストン J パイプスにより

エスピリト サン卜島で達成された。当時までにこの

資源が完全に枯渇してしまうのを防止したのは、この

ような努力のみであった。

【ガストン パイプスの役割] 1 8 8 0年に、

ガストン パイプス(1859-1939) は医学の勉強の

ため、パハ カリフォルニアからフランスに渡った。

しかし、彼の関心は生化学、特に平らな真珠貝の養殖に

傾いた。人工的な飼育の手順に精通した後、彼はそれを

真珠貝に適用しようと決心した。

Baja California Pearls 

一方、 1893年に A. P. カテットは、南パハ

カリフォルニア政府に報告書を送り、 「オセアニー」

図9.19世紀f矧月に圧縮空買の潜水具が導入さ才弘潜水夫は以前よりは

るかに深くまで潜り、はるか巴長い時間水中E滞在できるようEなったの
で、到直できる真珠貝町繁殖喝の置困が大幅巴鉱大された。ヘルメットと

安全ロープを所定の位置巴着用し、コンパーニャヲリアドラデコン

テャイペルラで鋤く:宮本去が、ラパA'甲で『田紛Jの船田lを越えてい
る.1912年頃の写真。
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図10日付のない乙の写真で植査のため巴聞かれているのは、コンパ

ニャヲリアドラデコYチャイペルラでガストンパイフスが使
用した故百惜の「保育器」、すなわち稚貝採集装置の1つである。 9nf，の

木製の箱在、網目10mの電克メツキし正金網l'覆っているので、水は適

切巴楯理するが、真珠貝在世する楠蝕胸は持除された。

(ポリネシアを含む中央及び南太平洋の土地)における

真珠貝の養殖技術について説明した。彼の詳述した

内容は、異なった場所または種には無効かもしれないと

最初に警告した上で、カテットはさらに、真珠貝の

人工的飼育を成功させるための個々の要求条件について

説明した(バハ例7柑ニT公文書7)。彼によると、養殖の

構造は水流が l ノットを超えない水深 lO~12m に

醍置するのが最適である。珊瑚質または岩石賀の海底の

利点、及び真珠員の成長と生存のための日陰の効用に

ついても述べた。カテットの稚員収集の戦略は、密集

した真珠貝繁殖場付近に収集装置を配置し、毎月、収集

装置を強制的に調査させる己とであった。彼はまた、

稚買は直径が少なくとも 4ないし 5cmに遣するまで、

収集装置の中に残しておかねばならない、と強調し(コ

レットがフランス領ポリネシアのピンクターダ マルガ

J) "f ~ 7 '"之に言及しているとすると、己のサイズは

約2.5から 3か月の年齢に当たる)、養殖場における

適切な間隔及び範囲を示した。この文書は、世界で愚初

の積極的な真珠貝養殖の結果が、フランス領ポリネシア

のツアモツ諸島で得られたことを立証したようである。
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それでも、パイプス(その地位及びフランス語の知識と

から、翻訳であれカテットの報告書を読んだかもしれな

い)は、己のような技術を大規模な真珠員、己己では

ピンクターダ ザトラニカの養殖にまとめた最初の人物

とされている{カトニョ、1994;刺ーニョ及び批以、 1990)。乙の

真珠貝は、プテリア ステルナより貝殻のサイズが大き

く、マザー・オプ・パールが優れているので、己れより

好まれている(再度図 5参照t_oパイプスの顕著な科学

的研究は、アメリカやヨ-C.;パの博物学者数人に認め

られた。 CCCPの活動期に ζ 乙を訪問したレオン

ディグエ (1919)やチャールズ タウンゼンド (1911)等で

ある。

【技術及び商業的側面】 パイプスは CCCPの

ために、養殖の 3段階、すなわち稚員の収集、育児

養殖、及び後養殖の各々で機能する独創的かっ機能的な

装置を設計した。彼はラパス清のサン ガブリエル入江

に印象的な構造基盤も建設し、世界で最初の真珠漁

ステーションを創設したが、今日ではその廃櫨がわずか

に残っているのみである。

稚貝を収集するため、パイプスは網目 1c mの電気

メッキした針金で区切った 9m'の木製の箱を製造した

(図 10 )。乙れで、水は適切に循環するが、捕食動物

は侵入できない。この「保育器」の中に、彼は古い

員殻と地元の水に強い濯木(チパト)の枝、さらに

幼生及び稚貝の供給源となるよう意図されたマザー・

オプ・パール用の真珠貝を入れる (11ィ17.、 1917-199)。ラ

パス湾で、方向と水流への当たりに基づいてガストン

パイプスが選定した場所に、 ζ のような箱を数百個

沈めた。

保育器は 5月から 10月まで、つまりζと之之ニ?'

ヱ主上之え乏の繁殖期に水中に入れておく(t~T7幼子

及び仰げ・ね力、 1994;t~ t7 tH及びベ~h7 、 1994) 。

パイプスは、産卵と受精が保育器の中で行われ、設置

された基底に稚貝が落ち着く、と主張した。しかし、

貝の繁殖プロセスを考えると、これが完全に正しいと

いう可能性は非常に低いけ河.!>J.?<、 1970;わt7料T

及びnH7・似力、 1994)1 。それにもかかわらず、平均

的な稚貝の収量は、 1箱当たり約 10.0 0 0個であっ

た。

採集シーズンの最後に、重い保育器を採集場所から

サン ガプリエルの真珠養殖ステーションに移送し、
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図11.CCCPの作業員均九 「拝育器Jから手で若口真珠貝を慣重巴阻

覆している。平鈴遁司な稚貝由収量は、 1箱当たり的10.000個であった。

こ己で保育器を岸辺に引き揚げコンクリートの台に載せ

る。そこで、大きな倉庫で CCCPの作業員が手で数百

万個の若い真珠貝を収穫した(図 11 )。次に己れを、

サン ガプリエル湾に建造された特別な水路に設置した

金網の績に運び、真珠貝は育児養殖段階をととで過ごす。

サン ガプリエルの育児ステーシヨンは、ガストン

パイプスの発明の中でも最も傑出したものであった。

l貝由受精は、躍と雌の生殖細胞が喜々から大量に放出された時に水

中で行われる。これは、わずかな卵しか相手巴なる精子にうま〈遭遇

でき厄い非常に危険なプロセスである。(産卵中巴この種が放出する

ほぽ4000万個の生殖細胞のうち、実際巴十分政長するのはわずかな

個体しかない。〉受精後、貝は措つかの顕融揖的な幼生段階を経て、

最終段階 (Pediveligerと呼ばれる〉で幼生は落ち着〈ベき

適切な基底を探し始める。いったん落ち着〈と、 Pediveliger(;;!:

聖態し、戚体由形技を有する融小な稚貝(約1mm以下〉巴なって成長を

開始する。このプロセスは完全巴水中で進行し、真珠貝で1<1:約25日間

続き、この期間I立、幼生が琉れの中を自由E移動する。従って、バィヲスが

示した25-30日叩問、幼生圭部が直径1cm白金網でしか制約されて

いない惇育器田中E残る可能性は低い。しかし、肢体の貝が集中している

ので、揮育器{ま接触の蝿告を多〈する。
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湾の沿岸の地形をうまく利用し、長さ 500m、幅

10mの堤防を建設して、入江を潟に変えた。湾と潟

との連絡は、潮涜のサイクJレを利用し、 36本の水路と

堰でできた複雑なネットワークで行った(図 12 )。

保育器から収穫された若い真珠貝(生後 2-3か月で、

直径 1-2c阻)を、深さ1.5-2.5mのこの水路に入れ

た。真珠貝は、水路の底にあった針金の纏(1 X O. 3・2
図 3)に設けられた個々の室に取り付けられ、己己で

直径が約 6cmになるまで、約 6-8か月過ごした{育

児養殖段階)。水路はヤシの小屋で寝われているので、

余分な光や熱は除去されるが、暑い季節に水を新鮮に

維持するよう、十分な空気の循環が得られた。水路の

入口は、捕食生物(蟹、海老、蛸、穿孔蛇、肉食性蛇、

エイ、及びその他の大型魚等)の侵入を防止する柵で

保護され、さらに錯で武装した番人が水路の入口や

出口に聞置され、門を通過できた捕食生物があれば、

それを殺した。

図12.刀ストンパイヲス町最も慢出し昆発a膳E骨であるサンガフリ

エル入江田育児ステーシヨンで1<1:，ヤ3シの璽で置われ正融tA若 何 時

貝を週第lな納や日光から県富している。保育器から収帯された後、若山

部傾はと己で、思~Iのサイフルをfl，閉した36本四水路と堰白檀合体巴

入れられる。柵や固脳怜りの刀ードで、盟、書著、蛸、 &Uそ司他問，寄
洋性捕食生物が保育置t.:1.量入する由を防l-'1'to
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図13.刀ストン パイブス〈右〉と向僚のアントニオルフオが、
サン ガフリエル入江町保育ステーシヨン巴入れるばかりになっ厄

若い真珠演で満足された金網の躍を移宜して口る。

真珠貝が約 6cmになると、第 3の最終養殖段階の

ために、養殖場から取り出して海に戻した。パイプスは

様々な方法を用いて、 ζの真珠貝の成長と生存、及び

天然真珠の形成を促進した。新機軸の一つは、生態学的

特徴が適していて天然真珠の発生率が高かったととから

選択された入口や入江に、数ヘクタールの人工的な

岩場を生み出したととであった。己のような特別な

岩場を作るために、パイプスはカヌーを使用して沿岸の

丘陵地から大きな玉石を運搬した。さらに、これを

金網で覆い、浮くコルク製の舵を付けた手作りの個々の

「甲南一揃い」に入れて、真珠を含む可能性がある

真珠貝をさらに保護した(図 14)。

3年後、 CCCPの潜水夫が真珠貝 (i直径16-18cmで、

それより大きい己ともある)を採集し(例えば図 9

参照)、厳重な監視下で採取船団の「母船Jで真珠を

検査した(図 15)01909年から 1914年にかけ

て、 1年聞に最高4回収穫し、年間総産出量は輸出用が

500万個(貝般1000万枚; 900トン)で、極めて上質の
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天然真珠 20-50万個であった (J.IIイ対抗ロ、私信、

1987)。

との産出量、及びカリフォルニア清で見られる天然真珠

の不規則性がいかに重大かを多少理解するには、マヌエ

ルデオシオが 1740年から 1747年にかけて約

265kgの真珠を採取したのに対して、それから 55

余年前にアトンド イ アンず'-f"r1ン提督はほとんど発

見できなかった、ということに言及しなければならない。

選択された場所及び用いた技術のために、 CCCPが養

殖した真珠員の平均約 8%-10%が真珠を産出したと

推定され、己れは知られている真珠採取地域の中でも特

に高い割合である (11イ1A、1908)。トウールモント(1992、

p.iv)によると、 「上質な天然真珠を 1個発見するには

ベルシャ湾では真珠貝を 500個、フィリピン諸島では

5，000個開く必要があり、フランス領ポリネシアで

美しい黒真珠を 1個発見するには、 15，000個の

ピンクターダ マルガリティフェラが必要であった。

セイロンでは、数十個の真珠を得るために、 100万個

近い真珠員が必要であった・・・ J。

CCCPの貝殻及び真珠は、比較的単純な方法で世界市

場に入った。マザー・オブ・パールの貝殻は、大きな木

箱に入ってヨーロッパ及びアメリカの市場に出荷された

のである。ガストン パイプスは、ニューヨークやパリ

に1年に 1回か2回個人的に旅行し、真珠を最も重要な

ジユエラーに販売した (J.M1A~tロ、私信、 1981) 。

パイプスの事業や科学的専門技術以外に、国際市場で

CCCPが急速な成長を遂げた最も重要な要素は、

バハ カリフォルニアの真珠及びネイカーの優れた

名声であった(再び図 2、3及び 5参照)。歴史的に

この時、両製品ともヨーロッパ及び合衆国の力強い

産業に供給されていた(日問、 1994)0 20世紀の最初の

2 0年は、プラスチックやアクリル等の人工材料が

天然(マザー・オプ・パール)のネイカーに取って代わ

り、養殖真珠が世界の市場に登場する前の最後の年で

あった(J>19~-、 1983 ;レピー及びT和、 1992)

【その他の初期の真珠貝養殖に士寸する取り組み】

1980年代から 20世紀初期にかけては、 CCCPと

同じ時期に他の真珠会養殖事業も設立された。前述した

ように、その取組はフランス領ポリネシアにおいて、

ピンクターダ マルガリティフェラの養殖で始まった。

己れは当時では愚も進歩した事業であったが、その
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方法は、その方法は、石と木の枝を使用した原始的な

稚員の採集に過ぎなかった。己の時期にはフランス領

ボリネシアでも、真珠貝の繁殖期に真珠員の採取を

禁止し、保留区域を作るために環礁の一部をとっておく

(そして環礁に入れる)法律が制定された (1-~ョン .17"/

ドト、 1885) 。しかし、科学者の研究も保護論者の措置

も、ツアモツ環礁の資源が減少し続けるのを避けるには

十分でなかった(ヲY円、 1955)。しかし、 1960年代に

は大規模な真珠艮の養殖及び真珠養殖事業が導入され、

成功を収めた(江川、 1994)。

セイロンのマナール湾でも、 19世紀末にζζ之之ニ

z一一之玄之の繁殖地で稚貝の定着や自然な再定住を促進

するため、幾つかの措置が取られた(ト材、 1905)。

しかし、真珠貝養殖の前身と見なされるとのような

初期の措置では、期待された結果が得られなかった;

最終的に、種の産卵期間の短さと継続的な乱獲とが

重なって、真珠貝の繁殖場は破壊されてしまった(先仏

'J)、 1912)。

ガストン パイプス以外にこの時期に成功した数少ない

官険的事業では、シリル クロスランド(1905-1923年)

及び御木本幸吉 (1890年から)の事業が顕著である。

シリル クロスランドは、紅海のドンゴナプ湾で、世界

で2番目に成功した大規模な真珠員養殖事業の先頭に

立っていた(知万沖、 1931、1956)。との目的のためにスー

ダン政府に雇われていたクロスランドは、計画を設計し、

Baja California Pearls 

図14.第3の最終聾殖倒置のた

めに靖E贋される前巴、 (左慢防

ような〉畠再確貝は、自然界の

捕量生物を妨害するよう巴、個々

E保盟され吾。金網Z入れられる

ものもあり、本宮防ょう巴手作り

のスパイヲ村曹の[1'"町一揃いJ

を装岨するものもある.コルヲ製

の舵(右上〉私書殖唱の書庫巴

置かれた時E、真珠貝町向きを

決定する.

ピンクターダマルガリティフェラの養殖(稚員の

採集、育児養殖、及び後養殖)に長足の進歩を遂げた。

各段階で、導入するために幾つかの装置及び改良しな

ければならなかった。 1911年から 1912年に

かけて、彼は実験レベルから大規模な商業ベースの

図15.CCCPの監督〈右〉が常時謹意潔〈見ている前で、 『母船J上

回作業者は、皿覆したばかりの3年たった曹殖真理貝〈最長官却ま約16

-18cm)で真珠を探す。
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事業に移行し、 300万債の稚貝を収穫した。 1914

年から 1920年にかけて、第 1次世界大戦によって

生産が中断したが、 1920年には、より多くの科学的

知識と優れた技術により、クロスランドは 400万個を

上回る稚貝を収穫し、これは 170万個の販売可能な

サイズの真珠貝になった。 19 2 1年、彼は記録的な

900万個という稚員を採集し、稚民の養殖段階で

450万個の真珠貝を回収した。活動の最盛期には、

クロスランドの従業員は 300人にも達した。(残念な

がら、真珠の生産数に関して公表された記録は知られ

ていない。)しかし 19 2 3年、スーダン政府は、

国際市場でマザー・オプ・パールの価格が低下した

ため、クロスランドとの契約を取消した。それから

数年間で、クロスランドの『養殖センターJによって

補給される己とのなくなった紅海の真珠貝漁は、甚だ

しく衰えた。

シリル クロスランドの仕事は、その複雑な技術のせい

で、ガストン パイプスに匹敵する唯一の仕事である。

しかし、ドンゴナプ湾の大規模な真珠貝養殖が開始

されたのは、 CCCPの 10年後のことであった。

御木本幸吉の事業も、真珠員養殖において非常に

成功した経験と見なすことができる。 1890年に

開始した御木本は、 18 9 6年には初めて、市場で

販売できる養殖プリスター真珠を収穫していた(九

イム円、 1914)。それでも、彼の真珠貝養殖技術は、

当時フランス領ポリネシアで採用されていたのと

同様に原始的で、単に保護した数か所の区域の海底に

岩石を置いて、真珠員の稚貝(ピンクターダ マルテン

シ)が定着できる物を設けただけであった。この時期、

彼に CCCPのサイズに匹敵するほどの養殖場は

なかった。御木本の成功は、主に、適切な環境条件

及び養殖の管理に対するピンクターダ マルテンシの

優れた反応によるものであった。ドンゴナブ湾及び

ラパス湾における成功は、大規模に実験し、方法や

装置を改良して真珠貝が成長する環境を管理した

結果であった。養殖真珠は 1920年代には天然

真珠と競合していたが、パイプスはサン ガプリエルの

真珠採取ステーションを再建しようとする閥、養殖

真珠を生産しようとは決して言わなかった。自然の

真珠形成のプロセスを変化させたくなかったので

ある (11ィ1J.、1918)。御木本は明らかに真珠養殖の

開拓者であったが、パイプスが最初に真珠貝を養殖

したのである。
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【CCCPの社会経済学的、生態学的影響] わず

か 11年(1903-1914年)でパイプスは、国際的に認め

られた真珠員養殖の帝国を築いた。 CCCPは、地元の

社会経済学的構造、及び地域の海洋生態系にも重大な

影響を及ぼした。

最も生産量の多かった年 P;lfO9-1914年)には、

CCCPは 400ないし 500人の作業員を雇用し

{カトニョ及び的以、1990;カトニョ、1994)、己れはラパスの

登録人口(1910年には約8，64;7人;111、初7幼ニT公文書8)

のほぼ 6%に相当した。その作業員の大部分は、サン

ガプリエルの真珠採取ステーションに鹿属され、養殖

プロセスそのもの、または養殖装置の製造、石の穿孔や

移送等の活動に従事していた。水夫、潜水夫、及び

その他の船団支援要員も、 CCCPの労働力の一部で

あった。就業員は全員、厳重に監督されていた。(直接

または間接的な)事業の大きさ、資本の蓄積、及び

労働力の規模のため、 CCCPは 20世紀の最初の

数十年間、この地域で最も重要な企業であった。

天然のマザー・オプ・パールの繁殖場を常に補充する

ζとにより種を保存することが、 CCCPの最も重要な

生態系への貢献であったり1トライ、 1977)。パイプスは、

広範囲の大規模な養殖により、集中的に開発しても

真珠漁の資源を合理的に管理することが可能なととを

証明した。

191 1年以降、パイプスの政治的運勢は下降線をたど

り始めた。己の年、彼は大衆に辞職を求められたポル

フィリオ ディアス大統領の政権と、地元で初めて行政

的に公式に結び付いた (11ハ抑7幼ニT公文書9). 1 9 1 4 

年6月にミゲル L.コルネホ大佐が率いる革命派遣隊

がラパスに到着し、 CCCPに致命的な打撃を与えた。

コルネホ大佐は、革命支持者になる前は真珠潟、の起業家

で、パイプスの競争相手であったので(111¥抑7抄ニT公

文書10)、手強い敵を破滅させる ζ のチャンスを逃さな

かった。あらゆる装置、真珠貝、真珠、貝殻、及び

その他のガストン パイプスの財産は、没収されるか、

破壊された。パイプスはやむなくアメリカの蒸気船で

逃亡した (1111λ1914)• 1 9 1 6年以降、パイプスは、

養殖活動を再開できるよう、彼の採取権を再発行し、

不当に盗まれた財産を返却することを連邦政府に繰り

返し請願した(111¥判7幼ニT公文書10) • 1 9 1 8年

及び 1930年に、彼はCCCPの復活にアメリカ及び

GEMS&GEMOLβGY Summer 1開5



フランスの実業家を参加させようと試みた(11イ丸、 1918;

J.M17. ~tロ、私信、 1987) が、彼の努力は実を結ばな

かった。

王見老:1::0::>豆竃王朱~委員~371直:
ブゴ.:::zトニノノて--(-:::プコ:Z.E乏σコ
ー:雲量産主

真珠員のピンクターダ マザトラニカは、数百年問、

恋意的またはほとんど管理されず開発されてきた後、

20世紀になってようやく員の組織的な養殖が達成され

たが、その養殖はほんの短期間で破壊されてしまった。

カテットが 1893年の報告書で述べ、現代の科学者や

真珠貝養殖の専門家が確認したように(例えばそ'If7幼子、

1990参照)、ある種の養殖手順を他の種に移し替え

ても、成功するとは限らない。各手順の細部の多くを

特定の種や地域の生物、非生物特性に適合させる必要が

あるからである。ガストン パイプスがラパス湾でその

基本的条件の輪郭を描いて以来、パハ カリフォルニア

ではマザー・オプ・パールの養殖や真珠の養殖を復活

Baja California pi国出

一一一一一

図16.本冨岡ような聾殖フリス
?ー真珠が最近、生後26ti、月の

聾殖真珠貝ピンヲタータマザト

ラエカから採取された。ペンタン
トの聾殖真暗は、直桂が約15

mmで、イアリンクIt喜々 が約
9mmある。ネイカーの厚さは平

総 3mmである。 CIBNOR
の真珠貝研究グループ慢供。写真
。ハロルド畠エリカバンベルト。

させようと試みられたが、多くが失敗した。しかし、

最近設立された北西部生物学研究センターの真珠員

研究グループ (GrupoOstras Perleras， Centro de 

Investigaciones Bio1 gicas de1 Noroeste---CIBNOR) 

は、包括的な養殖技術及び再定住戦略の導入に成功し、

養殖真珠の生産に成功した。とれは 90年ぶりの有望な

結果である(壬万九肘及びrli?久 1994; {'If7抄T及ぴ

ベ晶ベラ、 1994;壬'If7t1d及びライト、 1994;壬'If7dfその他、

1994 a及び b)。乙の最近の成功は、種の生物生態学、

及び様々な養殖操作に対する種の反応、すなわちパイプ

スが非常に重要と考えたのと同じ要素 (11117.、 1908)に

焦点を絞った結果だと考えられる。

メキシコ政府は現在、真珠員の養殖及び真珠の養殖を、

地域的な社会経済の発達にとって戦略上重要な選択肢で

あると認識している。現在の CIBNORの事業は限ら

れ、 5人の研究者が異なる年代の真珠貝約8， 000個の

在庫を使用して幾つかの実験をしているだけであるが、

既に高品質の 12-15mmの養殖プリスター真珠

(図 16)を生産しており、 1996年 2月から 3月
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までには、約 1，000個の養殖ブリスター真珠の収穫が

予想される。定期的な真珠貝の検査から、少なくともそ

の7 0 %に、豊かで独特な色のパハ カリアフォルニア

真珠が入っていると考えられる。設備が限られているの

で、丸い真珠に関する結果は、これよりはるかに控えめ

である。真珠員の養殖及び真珠の養殖に関する (1111-'以
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降の)初期の試みが失敗したせいで、メキシコでは非常

に疑問視されていたが、最近、ピンクターダ マザトラ

ニカでプテリア ステルナでも養殖プリスター真珠の

生産に成功したので、ラパスに真珠採取事業を設立しよ

うという関心が再び高まっている。著者は、バハ カリ

フオドア真珠が再度、世摂布場を飾ると信じている g
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